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３／１５平成１５年

（３２減）７７,１６３人　口
（４７減）３８,７９５　　男
（１５増）３８,３６８　　女
（３６減）３６,９０５世帯数

３月１日現在　推計（前月比）

　

昭
和　

年
４
月　

日
ま
で
に
生
ま

５８

１４

れ
た
方
で
、
平
成　

年　

月　

日
ま

１４

１２

２６

で
に
狛
江
市
に
転
入
届
け
を
し
、
引

き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

■
狛
江
市
に
都
内
か
ら
転
入
し
た
方

　

平
成　

年　

月　

日
以
降
、
東
京

１４

１２

２７

都
内
の
他
の
区
市
町
村
か
ら
狛
江
市

に
転
入
し
た
方
は
、
狛
江
市
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
前
住
所
地

が
東
京
都
内（
一
回
の
移
転
に
限
る
）

で
あ
り
、
そ
の
区
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
狛
江
市
役
所
の
市
民
課

で
、
引
き
続
き
東
京
都
内
に
居
住
し

て
い
る
旨
の
証
明
書
「
住
民
票
の
写

し
（
選
挙
用
） 」
の
交
付
（
無
料
）
を

受
け
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

■
狛
江
市
か
ら
都
内
へ
転
出
し
た
方

　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
、
平
成　

年　

月　

日
以

１４

１２

１３

降
に
東
京
都
内
の
他
の
区
市
町
村
へ

転
出
（
一
回
の
移
転
に
限
る
）
し
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
か
っ
た
方
は
、
狛
江
市
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

転
出
先
の
区
市
町
村
で
発
行
す
る
、

引
き
続
き
東
京
都
内
に
居
住
し
て
い

る
旨
の
証
明
書「
住
民
票
の
写
し（
選

挙
用
） 」
の
交
付
（
無
料
）
を
受
け
、

投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合

も
、
こ
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

■
狛
江
市
か
ら
都
外
へ
転
出
し
た
方

　

狛
江
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
て
も
、
東
京
都
外
へ
転
出
し

た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
狛
江
市
内
で
転
居
し
た
方

　

今
年
の
３
月　

日
�
ま
で
に
市
内

１５

転
居
の
届
け
出
を
さ
れ
た
方
は
、
新

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
降
に
届
け
出
を
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

く
だ
さ
い
。

　

投
票
は
投
票
日
当
日
、
投
票
所
に

お
い
て
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
当

日
、
用
務
等
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
投
票
日
の

前
に
投
票
す
る
「
不
在
者
投
票
」
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
の
で
き
る
方

�
区
域
を
問
わ
ず
職
務
若
し
く
は
用

務
等
に
従
事
し
て
い
る
方

�
用
務
等
で
投
票
区
の
区
域
外
に
旅

行
中
、
ま
た
は
滞
在
中
の
方

�
病
気
、
け
が
、
妊
娠
中
等
の
た
め

歩
行
が
困
難
な
方

�
東
京
都
内
の
他
の
区
市
町
村
に
居

住
し
て
い
る
方
（
こ
の
場
合
は
、「
東

京
都
内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
証
明

書
」
が
必
要
で
す
）

■
不
在
者
投
票
の
期
間

　

３
月　

日
�
か
ら
４
月　

日
�
ま

２７

１２

で
の
毎
日
、
午
前
８
時　

分
か
ら
午

３０

後
８
時
ま
で
、
場
所
は
市
役
所
３
階

で
す
。
な
お
、
午
後
５
時
以
降
お
よ

び
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
が
休
み
で

す
の
で
、
１
階
駐
車
場
奥
の
宿
直
室

前
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票
の
方
法

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う

場
合

　

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い
な
い
場

合
は
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証

等
・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
）
を

持
参
の
う
え
「
宣
誓
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
投
票
用
紙
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
※
印
鑑
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

�
出
張
先
、
旅
行
先
で
行
う
場
合

　

狛
江
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

あ
ら
か
じ
め
宣
誓
書
を
請
求
し
（
電

話
可
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
） 、
必
要
事
項

を
本
人
が
記
入
し
た
宣
誓
書
を
添
え

て
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
滞
在
先
へ
投
票
用
紙
等
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
方
法
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

�
指
定
病
院
等
で
行
う
場
合

　

出
産
や
病
気
等
で
投
票
日
に
投
票

所
に
行
け
な
い
方
が
、
指
定
病
院
等

（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
等
）

に
入
院
し
て
い
る
場
合
は
、
病
院
長

等
に
申
し
出
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ

る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
し
、
郵
便

に
よ
る
投
票
を
希
望
す
る
方
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
に
障
害

の
あ
る
方
は
、
係
員
が
投
票
の
秘
密

を
守
り
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で

代
理
投
票
ま
た
は
点
字
投
票
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
は
３
月　

日
�
ご
ろ

２４

に
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
を
確
認
の
う

え
、
必
ず
切
り
離
し
て
各
自
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場
合
は
、
直

接
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
は
本
人
を
確
認
で

き
る
健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
等

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
、
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
は
、
朝
日
、
読
売
、

毎
日
、
東
京
、
産
経
、
日
経
の
各
新

聞
の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
都
営
狛
江
団
地
、
多
摩
川

住
宅
の
地
区
は
、
ほ
か
の
方
法
で
配

布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
立
保
育
園
等
公
共
施
設
に

備
え
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

　

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、
各
投

票
区
ご
と
に
７
〜
８
カ
所
、
市
内
合

計
１
０
３
カ
所
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
掲
示
場
を
壊
し
た
り
、
ポ

ス
タ
ー
を
破
い
た
り
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　

開
票
は
４
月　

日
�
午
後
９
時
か

１３

ら
市
民
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

参
観
は
、
選
挙
権
の
あ
る
狛
江
市

民
で
あ
れ
ば
自
由
に
で
き
ま
す
が
、

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
日
の
市
民
総
合
体
育
館

は
全
館
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
開
票
状
況
の

問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。

　

午
後
８
時
以
降
は
、
市
役
所
へ
の

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　

　

第
八
投
票
所
は
、
和
泉
小
学
校
（
旧
第
八
小
学
校
）
開
校
に
伴
い
、
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
和
泉
小
学
校
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
第
四
投
票
所
は
、
第
四
小
学
校
が
統
合
に
よ
り
閉

校
さ
れ
た
た
め
、
名
称
が
西
和
泉
体
育
館
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
所
在
地
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

第四中学校２年

永田真麗子さんの作品

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票

４月１３日（日）は
東京都知事選挙の投票日です

　

４
月　

日
�
は
、
東
京
都
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

１３

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
都
政
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
主
張
を
都
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

投
票
で
き
る
方

投
票
で
き
る
方

郵
便
投
票

郵
便
投
票

代
理
投
票
・
点
字
投
票

代
理
投
票
・
点
字
投
票

入
場
整
理
券

入
場
整
理
券

選
挙
公
報

選
挙
公
報

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

開
票
開
票

お
願
い

お
願
い
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費
の
償
還
ピ
ー
ク
、
国
か
ら
の
交
付

金
大
幅
削
減
、
扶
助
費
や
医
療
助
成

の
急
増
な
ど
、
市
財
政
へ
の
圧
迫
は

強
ま
っ
て
お
り
、
編
成
作
業
は
か
つ

て
な
く
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

方
針
を
堅
持
し
、
住
民
自
治
の
拡
充

に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
定
数
や

日
当
・
手
当
の
削
減
を
進
め
、
起
債

の
発
行
抑
制
・
繰
上
げ
償
還
等
に

よ
っ
て
起
債
残
高
を
減
ら
し
公
債
費

漸
減
の
見
通
し
を
つ
く
る
な
ど
、
行

財
政
改
革
の
成
果
が
見
え
て
き
ま
し

た
が
、
国
の
動
向
か
ら
新
た
な
財
源

不
足
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
市
民
に
と
っ
て
夢
や
希
望
の
あ

る
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
意
を
生

か
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
第
３
次
基
本
計
画

１６

の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、
新
年

度
か
ら
第
４
次
基
本
計
画
の
策
定
作

業
に
入
り
、
市
民
が
主
人
公
の
市
政

へ
一
層
の
前
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
本
議
会
で
上
程
す
る
「
狛
江
市

の
市
民
参
加
と
市
民
協
働
の
推
進
に

関
す
る
基
本
条
例
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
今
後
市
政
運

営
を
ど
の
よ
う
な
手
法
で
進
め
て
い

く
の
か
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
市

民
参
加
･
協
働
の
理
念
と
そ
の
た
め

の
手
続
き
を
一
本
に
ま
と
め
た
、
全

国
的
に
も
先
進
的
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
同
じ
く
「
狛
江
市
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
は
、
狛
江
の
良
好
な

都
市
基
盤
の
形
成
を
目
指
し
て
、
市

民
、
事
業
者
と
行
政
と
が
協
働
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
手
続
き
を
整

備
し
、
最
終
的
な
手
立
て
と
し
て
罰

則
規
定
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
の

２
つ
の
条
例
の
実
践
や
具
体
化
に
は

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
、
創
造

的
な
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
市

民
の
熱
意
に
依
拠
し
な
が
ら
前
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
「
狛
江
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
が
、

狛
江
市
民
が
長
く
熱
望
し
て
い
た
新

中
央
図
書
館
建
設
、
中
学
校
給
食
の

実
現
な
ど
の
要
求
に
対
し
、
市
財
政

を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後　
１０

年
の
あ
い
だ
に
実
現
し
て
い
こ
う
と

提
案
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
既

存
の
公
共
用
地
の
再
編
・
活
用
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
狛
江
の　
２１

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
も
の

だ
け
に
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
市

民
参
加
の
手
続
き
を
経
な
が
ら
具
体

化
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

そ
れ
で
は
平
成　

年
度
一
般
会
計

１５

予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
そ
の
概
要
と

と
も
に
、
年
度
内
に
関
連
す
る
事
業

も
、
あ
わ
せ
て
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
総
額
は
２
２
７
億
８
�
８
０

０
万
円
、
前
年
度
比
で
７
億
１
�
５

０
０
万
円
、
３
・
２
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
３
億
２
�
０

０
０
万
円
余
、
国
か
ら
の
交
付
金
が

総
額
６
億
３
�
０
０
０
万
円
ほ
ど
の

減
額
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
地
方

交
付
税
は
前
年
度
よ
り
４
億
５
�
７

０
０
万
円
減
、　

億
７
�
０
０
０
万

１７

円
の
見
込
み
で
、
利
子
割
交
付
金
の

１
億
５
�
９
０
０
万
円
減
と
と
も
に
、

厳
し
い
歳
入
状
況
を
象
徴
し
て
お
り

ま
す
。
事
業
債
に
つ
い
て
は
前
年
度

同
様
抑
制
を
図
り
５
億
９
７
０
万
円

に
と
ど
め
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税

の
大
幅
削
減
に
対
応
す
る
た
め
、
臨

時
財
政
対
策
債
等
を
約　

億
円
発
行

１５

し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
後
年
度

交
付
税
で
充
当
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
歳
入
不
足
と
な
っ
た
分
は
、

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
か
ら
計

４
億
９
�
５
０
０
万
円
、
特
定
目
的

基
金
か
ら
５
億
６
�
０
０
０
万
円
ほ

ど
取
り
崩
し
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
恒
久
的
減
税
に
よ
る
影
響
額
は

７
億
３
�
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
歳
出
で
す
が
、
総
務
費
は
人

件
費
を
中
心
に
８
�
１
０
０
万
円
ほ

ど
の
減
額
で
、
民
生
費
は
４
億
４
�

０
０
０
万
円
余
の
増
で
す
が
、
生
活

保
護
費
、
児
童
関
連
手
当
の
伸
び
に

ほ
ぼ
相
当
し
て
お
り
ま
す
。
商
工
費

の
増
は
市
商
工
会
へ
の
支
援
強
化
等
、

衛
生
費
の
減
は
多
摩
川
衛
生
組
合
し

尿
処
理
施
設
工
事
が
終
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
土
木
費
は
都
市

計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
岩
戸
北

１６

部
分
、
並
び
に
３
・
４
・
４
号
線
第

一
工
区
が
事
業
の
最
終
年
度
を
迎
え

た
こ
と
に
よ
る
増
で
あ
り
ま
す
。
な

お
公
債
費
は
２
億
６
�
０
０
０
万
円

ほ
ど
の
伸
び
で
す
が
、
こ
こ
に
は
東

京
都
振
興
基
金
の
利
子
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
借
り
換
え
る
２
億
４
�
４

０
０
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
歳
入
の
大
幅
減

額
を
、
財
源
対
策
債
の
発
行
増
と
基

金
投
入
、
事
務
事
業
の
抑
制
・
整
理

で
対
応
す
る
と
い
う
厳
し
い
予
算
編

成
で
し
た
が
、
新
年
度
に
お
い
て
特

に
重
点
を
置
い
た
分
野
と
、
そ
れ
に

関
連
し
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
施
策
で
す

が
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は　

月
か

１０

ら
４
歳
未
満
児
の
所
得
制
限
を
撤
廃

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
、
で
き
る
だ
け
早
く
就

学
前
ま
で
の
す
べ
て
の
子
が
無
料
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
い
た
し

ま
す
。
市
立
保
育
園
に
お
き
ま
し
て

は
、
昨
年
保
護
者
の
強
い
要
望
が

あ
っ
た
ク
ー
ラ
ー
を
３
歳
児
以
上
の

部
屋
に
配
置
し
、
全
室
設
置
を
実
現

い
た
し
ま
す
。
ま
た
家
庭
福
祉
員
宅

に
お
け
る
緊
急
一
時
保
育
や
産
後
支

援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
、
子
ど
も

家
庭
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
拡
大
し
、

子
育
て
世
帯
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
誕
生
記
念
樹
贈
呈

事
業
を
振
り
替
え
、
３
〜
４
カ
月
児

健
康
診
査
の
際
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
３
歳
児
健
診

等
で
は
「
こ
と
ば
の
相
談
」
を
実
施

し
早
期
対
応
を
図
れ
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。

　

現
在
狛
江
に
お
い
て
は
、
放
課
後

の
児
童
の
居
場
所
に
つ
い
て
条
件
や

希
望
に
応
じ
て
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
立
学
童
保
育
所
、
児
童
館
小

学
生
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ

イ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
年

度
は
第
六
小
学
校
で
フ
リ
ー
プ
レ
イ

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
小
学
校

の
平
日
、
土
曜
日
の
遊
び
場
開
放
は
、

回
数
増
な
ど
よ
り
充
実
を
図
り
、
第

一
小
学
校
の
特
別
教
室
、
和
泉
小
学

校
の
多
目
的
室
な
ど
の
地
域
開
放
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
第
二
小
学
校
と
第
七
小
学
校

の
統
合
協
議
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の

３
月
中
に
一
定
の
結
論
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
新

校
開
校
の
た
め
の
協
議
会
を
発
足
さ

せ
、
合
意
形
成
に
留
意
し
な
が
ら
円

滑
な
統
合
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
環
境
の
整
備
で
は
、
第
三
小
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
第

六
小
学
校
で
耐
震
補
強
工
事
等
の
実

施
設
計
委
託
費
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特

別
補
助
事
業
を
活
用
し
、
少
人
数
授

業
の
た
め
に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た

が
、
新
年
度
に
お
い
て
も
継
続
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。
就
学
相
談
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
就
学
相
談
専
門
員
を

配
置
し
ま
す
。
不
登
校
対
策
は
、
新

年
度
で
不
登
校
対
策
支
援
関
係
費
と

し
て
予
算
上
の
位
置
付
け
を
明
確
に

し
て
、
従
来
か
ら
の
事
業
を
集
約
し
、

相
談
業
務
な
ど
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

狛
江
市
で
は
支
援
費
制
度
の
移
行

に
伴
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ

な
い
こ
と
を
基
本
に
、
従
来
の
事
業

を
整
理
・
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
行

き
場
の
な
い
子
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、

第
３
の
福
祉
作
業
所
を
現
在
の
商
工

会
館
に
確
保
し
、
中
和
泉
の
知
的
障

害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
三
鷹
で

４
月
に
開
設
す
る
知
的
障
害
者
の
入

所
施
設
に
狛
江
市
民
２
人
分
の
枠
を

確
保
し
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活

と
財
産
を
守
る
た
め
成
年
後
見
制
度

を
近
隣
市
と
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

精
神
保
健
の
窓
口
が
市
に
移
管
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
精
神
障
害
者
へ
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
い

た
し
ま
す
。
そ
の
他
、
公
園
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

新
年
度
は
堀
上
緑
道
で
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
（
西
暦
２
０
０
３
年
）

１５

狛
江
市
議
会
第
１
回
定
例
会
に
あ
た

り
、
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針

と
、
平
成　

年
度
狛
江
市
一
般
会
計

１５

予
算
案
の
概
要
等
に
つ
き
、
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
情
勢
が
大
変
緊
迫
し
て
い

ま
す
。
大
量
破
壊
兵
器
は
、
ど
こ
の

国
で
あ
れ
廃
棄
す
べ
き
で
す
が
、
現

在
イ
ラ
ク
問
題
で
国
際
社
会
が
望
ん

で
い
る
の
は
、
武
力
行
使
に
よ
る
解

決
で
は
な
く
、
査
察
の
継
続
･
強
化

に
よ
る
国
連
を
通
じ
た
平
和
的
な
解

決
で
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
中
国
な
ど
の
積
極
的
な
役
割
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
は

ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
を
後
押
し
す

る
こ
と
な
く
、
日
本
国
憲
法
の
平
和

原
則
に
則
っ
た
立
場
を
と
る
よ
う
強

く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
に
お
い
て
は
、
昨
年
企

業
倒
産
が
２
万
件
近
く
と
、
戦
後
２

番
目
の
高
水
準
を
記
録
し
、
失
業
者

は
３
５
９
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
自

己
破
産
者
も
前
年
よ
り　

％
増
の
約

３４

　

万
５
�
０
０
０
人
で
過
去
最
高
と

２１な
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
実
収

入
は
５
年
間
で　

万
３
�
０
０
０
円

６８

も
減
少
す
る
な
ど
、
国
民
生
活
は
ど

ん
底
と
言
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

加
え
て
今
、
健
康
保
険
の
本
人
３
割

負
担
を
は
じ
め
２
兆
７
�
０
０
０
億

円
に
の
ぼ
る
社
会
保
障
の
国
民
負
担

増
や
１
兆
７
�
０
０
０
億
円
も
の
大

増
税
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

財
界
な
ど
か
ら
は
消
費
税
増
税
の
大

合
唱
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
日
本
経

済
の
６
割
を
支
え
る
個
人
消
費
を
高

め
、
家
計
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
経

済
再
生
の
大
道
で
す
が
、
そ
こ
を
痛

め
つ
け
る
こ
と
は
こ
の
危
機
的
な
事

態
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
て
も
、
決

し
て
景
気
回
復
に
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
今
こ
そ
国
民
の
消
費
購
買
力
を

高
め
、
日
本
経
済
を
立
て
直
す
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
平
成　

年
１５

度
の
狛
江
市
予
算
案
を
編
成
い
た
し

ま
し
た
。
新
年
度
の
市
政
運
営
は
、

厳
し
い
時
代
を
切
り
開
き
な
が
ら
、

　

世
紀
の
狛
江
が
進
む
べ
き
方
向
を

２１指
し
示
す
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
税
収
の
落
ち
込
み
、
公
債

　

は
じ
め
に

　
　

年
度
の
市
政
運
営
の
方
向

１５

　

新
年
度
予
算
案
の
概
要

◇ 
子
育
て
支
援
・　
　
　
　
　

　
　
　
　

教
育
条
件
整
備
な
ど

◇ 
障
害
者
福
祉
の
充
実　
　
　

市
民
参
加
と
市
民
協
働
、
生
活
優
先

民
参
加
と
市
民
協
働
、
生
活
優
先

身
近
で
信
頼
で
き
る

身
近
で
信
頼
で
き
る

市
政

　
　
　
　
　
　
　

市
政
を
目
指
し
て

市
議
会
第
１
回
定
例
会

矢
野
市
長
所
信
表
明
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活
気
あ
る
高
齢
社
会
を
願
い
、
ひ

い
て
は
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、

健
康
施
策
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を
拡
大
し
、
基
本

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
た
だ
い
た

う
え
で
、
１
年
間
追
跡
調
査
を
行
い

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

３
年
間
の
時
限
措
置
で
す
が
、
新

た
に
歯
周
疾
患
検
診
お
よ
び
改
善
指

導
事
業
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
お
け
る　

年
度
以
降

１５

の
第
一
号
保
険
料
は
、
基
金
の
取
り

崩
し
で
現
行
料
金
を
据
え
置
き
、
値

上
げ
を
回
避
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

第
二
段
階
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度

を
新
た
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
を　

〜
１０

　

％
拡
大
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
業

１５を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
へ
の
報
酬
も
盛
り
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
４
月
狛
江
で
初
め
て

の
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
西
野
川
に
開
設
し
、
昨
年　

月
か

１０

ら
週
６
日
に
拡
大
し
た
高
齢
者
配
食

サ
ー
ビ
ス
も
、
新
年
度
は
通
年
実
施

と
な
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
第
３
分
団
、
第

５
分
団
の
消
防
団
ポ
ン
プ
車
更
新
、

第
二
中
学
校
へ
の
災
害
対
策
用
井
戸

や
防
火
貯
水
槽
の
増
設
な
ど
を
予
算

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
批
判
の
多
い
駅
前
の

違
法
駐
輪
に
つ
い
て
は
、
国
の
緊
急

地
域
雇
用
創
出
特
別
補
助
事
業
を
活

用
し
て
集
中
的
な
移
送
を
実
施
し
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
国

の
支
援
を
引
き
続
き
求
め
な
が
ら
こ

の
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
処
理
対
策
で
は
、
資
源
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
引
き
続
き

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
古
紙
・
古
布
の
回
収
日
増
を
図

り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
製
作
･
販
売
、

古
紙
回
収
袋
の
全
戸
配
布
を
通
じ
て
、

減
量
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
振
興
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
暫

定
的
な
建
物
で
あ
っ
た
市
商
工
会
館

に
つ
い
て
、
昨
年　

月
旧
狛
江
交
番

１２

施
設
を
市
商
工
会
に
提
供
し
、
３
月

末
に
は
商
工
会
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。
今
後
商
工
振
興
の
拠

点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
へ
の
支
援
を

当
分
の
間
強
化
し
な
が
ら
、
今
年
度

策
定
予
定
の
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン
等

を
軸
に
、
一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
す
。

　

農
業
施
策
と
し
て
は
、
チ
ッ
プ
処

理
機
購
入
へ
の
助
成
制
度
創
設
、
減

農
薬
普
及
補
助
金
助
成
の
継
続
、
ま

た
不
況
・
雇
用
対
策
と
し
て
の
相
談

窓
口
の
継
続
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
対
象
と
し
た
屋

上
緑
化
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、
並
び
に

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

前
原
と
ん
ぼ
池
公
園
は
、
新
年
度

で
土
地
開
発
公
社
か
ら
の
買
戻
し
が

完
了
い
た
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
市

民
協
働
で
整
備
を
図
る
所
存
で
す
。

　

市
民
生
活
の
利
便
を
図
る
た
め
に
、

　

月
よ
り
市
民
証
の
発
行
対
象
を　

１０

２０

歳
以
上
の
市
民
に
広
げ
、
ま
た
各
種

福
祉
施
設
の
送
迎
バ
ス
を
効
果
的
に

運
用
し
、
公
共
施
設
と
を
結
ぶ
路
線

の
確
立
を
目
指
し
、
そ
の
方
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

管
理
組
合
な
ど
へ
の
情
報
提
供
等

に
資
す
る
た
め
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
実

態
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

新
年
度
中
に
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
西

河
原
公
民
館
で
市
民
大
学
を
開
設
し
、

市
民
の
学
習
意
欲
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

　

古
民
家
園
の
長
屋
門
復
元
は
見
送

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部

材
を
適
切
に
保
存
す
る
た
め
に
、
移

転
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
電
子
自
治
体
構
築
の
た
め
に
、

都
区
市
町
村
電
子
自
治
体
共
同
運
営

協
議
会
に
参
加
し
、
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
へ
の
厳
し
さ
が
増
し
て

い
く
一
方
、
市
民
要
望
の
切
実
化
、

多
様
化
が
進
み
、
市
民
生
活
を
守
る

努
力
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
方
政
治
切
り
捨
て
と

も
い
う
べ
き
事
態
を
打
開
す
る
た
め
、

市
長
会
を
通
じ
財
源
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
新
た
に
策
定
す
る
第
３

次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
一

層
の
経
費
節
減
を
図
り
、
改
革
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
も
理
解
と
協
力
を

お
願
い
す
べ
く
、
市
の
財
政
状
況
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
冊
子
「
こ

ま
え
の
家
計
簿
」
を
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
で
試
行
作
成
し
ま
し
た
。
広
く
意

見
を
伺
っ
た
う
え
で
、
こ
の
秋
か
ら

最
新
の
決
算
を
も
と
に
毎
年
発
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
事
務
事
業
評
価
制
度
を
導
入

し
、
効
果
的
な
行
政
運
営
を
引
き
続

き
目
指
す
所
存
で
す
。

　

以
上
で
所
信
の
一
端
と
、
予
算
案

の
概
要
並
び
に
新
年
度
に
動
き
の
あ

る
事
業
等
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
こ
こ
数
年
財
政
危
機
の
言
わ

ば
「
胸
突
き
八
丁
」
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。

　

市
民
生
活
を
守
る
と
い
う
地
方
自

治
体
本
来
の
責
務
を
果
た
し
な
が
ら
、

財
政
再
建
に
臨
む
こ
と
は
決
し
て
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
有
効
な
配
分
や
歳
出
入
の
引

き
続
く
見
直
し
な
ど
、
職
員
と
と
も

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
か
議
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
が
自
分
た
ち
の

市
政
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
身
近

で
信
頼
で
き
る
市
政
確
立
に
全
力
投

球
す
る
決
意
を
重
ね
て
申
し
上
げ
、

平
成　

年
度
の
所
信
表
明
と
い
た
し

１５

ま
す
。

　

終
わ
り
に

◇ 
高
齢
者
福
祉
と
健
康
対
策　

◇ 
住
み
良
い
地
域
環
境
づ
く
り

◇ 
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　

　平成１５年度の当初予算案がまとまりました。予算規模は、一般会計
で、２２７億８， ８００万円で前年度比７億１�５００万円（３.２％）の増額となっ
ています。
　また、６つの特別会計を含めた予算総額は、３９６億５�５５８万１千円で、
前年度比１５億２�７７３万円（４.０％）の増額となっています。
　平成１５年度につきましては、公債費の償還ピークに入っている厳し
い状況のなか、市民生活を守り、住みよいまちづくりを進めるための
施策に対応した予算となりました。
　この予算案は、現在開会中の平成１５年狛江市議会第１回定例会で審
議されています。
〔問い合わせ〕財政課

平成１５年度当初予算案がまとまりました

平成１５年度各会計予算の状況

比較増減
平成１４年度平成１５年度

年度
区分 率額

３�２％７１５�０００２２�０７３�０００２２�７８８�０００一 般 会 計
５�１％８１２�７３０１６�０５４�８５１１６�８６７�５８１特 別 会 計
１０�３％５５５�９８６５�４２１�０７３５�９７７�０５９国民健康保険
０�８％４３�７９５５�２７０�６８８５�３１４�４８３老人保健医療
２３�５％５２８�３８２２�２５２�７０２２�７８１�０８４介 護 保 険
△２�１％△３８�８５５１�８１５�２４７１�７７６�３９２公共下水道
△２�４％△１�８６８７９�４３１７７�５６３駐車場事業
△２２�６％△２７４�７１０１�２１５�７１０９４１�０００受託水道事業
４�０％１�５２７�７３０３８�１２７�８５１３９�６５５�５８１合　　　計

一般会計歳入予算案および歳出予算案の内訳

予算総計　３９６億５�５５８万１千円（前年度比４�０％増）
一般会計　２２７億８， ８００万（前年度比３�２％増）

（単位：千円、％）
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地
域
・
保
護
者
の
期
待
に
基
づ
き

生
徒
の
知
徳
体
の
調
和
の
と
れ
た
成

長
を
期
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習

す
る
基
礎
を
養
う
た
め
に
次
の
教
育

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

〇
自
立　

す
す
ん
で
学
び
考
え
る
力

を
つ
け
よ
う

○
連
帯　

力
を
合
わ
せ
み
ん
な
の
た

め
に
つ
く
そ
う

〇
健
全　

規
律
を
重
ん
じ
心
身
を
鍛

え
よ
う

　

本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
学
校
週

５
日
制
の
下
で
、
生
徒
の
豊
か
な
人

間
性
を
は
ぐ
く
み
、
基
礎
・
基
本
を

身
に
付
け
、
自
ら
学
び
・
自
ら
考
え

る
「
生
き
る
力
」
を
培
う
た
め
に
次

の
よ
う
な
方
針
を
基
に
教
育
課
程
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

〇
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
国
際

社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
を
育
成
す
る

〇
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を
育

成
す
る

〇
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
を
図

り
、
個
性
を
生
か
す
教
育
を
す
る

○
創
意
工
夫
を
し
、
特
色
あ
る
教
育
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る

　

本
校
で
は
こ
れ
ら
の
方
針
の
も
と

生
徒
や
地
域
の
実
態
に
即
し
、
保
護

者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
た
、
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
は
、
学
校
週
５

日
制
に
対
応
し
て
、
教
え
る
内
容
を

減
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
各
教
科
の

学
習
の
基
礎
・
基
本
と
な
る
内
容
を

選
び
出
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
確
実

に
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
た

結
果
で
す
。

　

本
校
の
授
業
で
は
、
こ
の
よ
う
な

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
目
指
し
て
教

え
方
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
評
価

の
仕
方
を
研
究
・
工
夫
し
、
子
ど
も

た
ち
が
進
ん
で
学
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
基
礎
・
基
本
を
知
識
や
技

能
に
偏
っ
て
と
ら
え
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
考
え
る
力
（
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
）
や
学
ぼ
う
と
す

る
意
欲
（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 、

課
題
を
見
つ
け
て
解
決
す
る
力
な
ど

を
含
め
て
学
力
の
基
礎
で
あ
り
基
本

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
は
授
業
時
数
の
確
保
や
偏
り
を

な
く
す
と
い
う
観
点
か
ら
本
校
で
は

授
業
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
本
校
な
ら
で

は
の
ク
ー
ル
制
と
よ
ん
で
い
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
通
称
Ⅰ
タ
イ
ム
と
呼
ん
で

い
る
本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
、
職
業
体
験
や
四
中
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
ど
の
「
生
き
方
学
習
」・
環
境
、

情
報
、
福
祉
、
国
際
理
解
な
ど
の
課

題
解
決
型
の
「
学
び
方
学
習
」・
調
べ

た
り
、
実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら

学
ぶ
「
健
康
と
体
力
」
の
三
本
柱
で

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
「
健
康
と
体
力
」

の
一
つ
と
し
て
生
徒
が
企
画
・
運
営

す
る
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
、
保

護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
、
生
徒
た
ち
、

教
師
と
も
ど
も
、
汗
を
流
し
な
が
ら

の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
学
習
の
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間

性
・
道
徳
性
を
は
ぐ
く
む
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

本
校
で
は
毎
週
水
曜
日
の
５
時
間

目
に
設
定
し
て
い
る
道
徳
の
授
業
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
１
月
に
行
わ
れ
る
道
徳
授
業
地
区

公
開
講
座
で
は
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
や
、
彼
ら
を
は
ぐ
く
む
環
境
の

実
態
や
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
共
に
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認

す
る
の
に
大
変
有
意
義
な
時
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

本
校
は
部
活
動
の
盛
ん
な
学
校
と

し
て
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
活

躍
ぶ
り
は
毎
月
始
め
に
出
す
学
校
だ

よ
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
野
球
部
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
毎
年
の
よ
う
に
都
大
会
ま
で
進
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
唱
部
や
吹

奏
楽
部
も
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
大

変
素
晴
ら
し
い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

①
物
事
に
積
極
的
・
意
欲
的
に
取
り

組
む
生
徒
を
は
ぐ
く
む

②
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
互

い
に
認
め
合
い
協
力
し
合
う
生
徒
を

は
ぐ
く
む

③
学
習
面
・
生
活
面
で
の
基
礎
基
本

を
大
切
に
し
、
そ
の
定
着
に
努
力
す

るの
三
つ
で
す
。
日
々
の
学
習
や
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
「
狛
江
探
検

隊
」
な
ど
、
地
域
や
友
だ
ち
、
先
生

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
心
身

と
も
に
立
派
な
中
学
生
に
育
っ
て
い

ま
す
。

①
自
分
の
役
割
を
考
え
、
意
欲
的
・

積
極
的
に
取
り
組
も
う

②
よ
り
良
い
人
間
関
係
、
信
頼
関
係

の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う

③
自
ら
の
手
で
、
ま
と
ま
り
の
あ
る

集
団
、
力
の
あ
る
集
団
を
築
こ
う

の
三
つ
で
す
。
蓼
科
へ
の
移
動
教
室

や
生
徒
会
活
動
の
中
心
を
担
う
よ
う

な
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
一
人
ひ

と
り
が
狛
江
四
中
の
顔
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

①
最
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、

何
事
に
も
主
体
的
に
取
り
組
み
、
堅

実
に
責
任
を
果
た
す
生
徒
を
は
ぐ
く

む②
基
本
的
な
学
習
習
慣
を
発
展
さ
せ
、

思
考
力
と
判
断
力
を
高
め
、
よ
り
進

ん
で
効
果
的
に
学
習
に
取
り
組
む
生

徒
を
は
ぐ
く
む

③
学
校
生
活
全
体
を
と
お
し
て
、
他

人
へ
の
思
い
や
り
を
意
識
し
た
行
動

が
実
践
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
、

社
会
に
通
用
す
る
生
徒
を
は
ぐ
く
む

の
三
つ
で
す
。
こ
の
１
年
間
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
ま
た
進
路
選
択
に
あ
た
り
自
分

を
さ
ら
に
磨
き
、
本
校
を
支
え
、
生

徒
自
ら
も
輝
い
て
い
ま
す
。

　　　　　－新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－
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第
１
学
年
の
目
標　
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信
頼
さ
れ
る
学
校
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

　
　

教
育
目
標

　
　

心
の
教
育
と
道
徳
の
授
業

　
　

活
発
な
部
活
動

　
　

各
学
年
の
取
リ
組
み

第
２
学
年
の
目
標　
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第
３
学
年
の
目
標　
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基
礎
・
基
本
の

　
　
　
　
　
　
　

充
実
の
た
め
に

友情の鐘

　

今
回
を
も
ち
ま
し
て
「
特
集－

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
新
し

い
教
育
が
は
じ
ま
り
ま
し
た－

」

は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　本校は市の北部にあり、緑の多い閑静な住宅地の中にあります。正門
を過ぎると大木に育った銀杏と年を追って順次植え込まれたドウダンツ
ツジの並木があり学舎として風格のある落ち着いた雰囲気を醸し出して
います。
　３年前、創立２０周年を記念して並木の一隅に「自立の像」を建立しま
した。「根をしっかり張り、未来に向かってそれぞれの道に飛び立ってい
く様子を表現した」（像をデザインした生徒）この像は、創立１０周年の
時に造られた「友情の鐘」とともに本校のシンボルとして私たちを勇気
づけてくれています。
〔問い合わせ〕指導室　

狛 江 第 四 中 学 校

授業風景

校庭側



�　広報こまえ　平成１５年（２００３年）３月１５日

■
縦
覧
制
度
の
変
更

　

こ
れ
ま
で
の
縦
覧
制
度
で
は
、
市

内
に
固
定
資
産
を
持
つ
納
税
者
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ
た

自
己
所
有
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

や
税
額
な
ど
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
制
度
で
は
、
縦
覧
の
際
に
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
替
わ
り
、
土
地
お

よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
用
意

し
ま
す
。
市
内
に
固
定
資
産
を
持
つ

納
税
者
は
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
、

縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
ほ

か
の
人
が
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
と
比
較
で
き
、
自
己
所
有
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ

る
か
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
帳
簿
は
、
土
地
に
つ

い
て
は
、
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地

積
・
評
価
額
を
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、

所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・

床
面
積
・
建
築
年
・
評
価
額
を
確
認

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
期
間
は
、
４
月
１
日

�
か
ら
第
１
期
納
期
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

■
審
査
申
し
出
の
期
間
の
変
更

　

４
月
１
日
�
か
ら
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
評
価
額
な
ど

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
が
届
い
た
日
の
翌
日
か
ら　

日
の

６０

間
に
、
狛
江
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
へ
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
審
査
の
申
し
出
は
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事
務
局

（
情
報
課
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
・
証

明
書
の
請
求

　　

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
閲
覧
や
固
定
資
産
課

税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
の
請
求
者

は
、
納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
代
理

人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
�
か
ら
、
借
地
借
家
人

（
借
地
権
・
地
上
権
な
ど
の
権
利
が

あ
る
方
）
や
、
固
定
資
産
を
処
分
す

る
権
利
の
あ
る
方
（
法
律
に
基
づ
く

管
財
人
な
ど
に
選
任
さ
れ
た
方
）
は
、

そ
の
権
利
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び
固
定
資
産

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
が
請
求

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
に
は
、
貸
借
契
約
書
、

代
金
支
払
書
、
裁
判
所
が
発
行
し
た

選
任
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
都
市
計
画
税
の
税
率
の
変
更

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事
業

の
た
め
に
固
定
資
産
税
と
併
せ
て
土

地
・
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
目
的
税
で
、

税
率
は
０
・
３
％
を
上
限
に
各
市
町

村
が
税
率
を
定
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
税
率
を
平
成　

年
１５

度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
０
・
２
５
５

％
か
ら
０
・　

％
に
引
き
下
げ
、
税

２５

負
担
を
緩
和
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

汲
み
取
り
便
所
の
頃

　

昭
和　

年
、
狛
江
市
で
初
め
て
の

４７

下
水
道
が
岩
戸
に
誕
生
し
、
水
洗
便

所
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

は
や　

年
、
今
で
は
汲
み
取
り
便
所

３１

を
知
ら
な
い
世
代
が
市
の
人
口
の
半

数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

汲
み
取
り
便
所
と
は
、
床
の
下
に

穴
を
掘
り
、
そ
こ
に 
瓶 
を
埋
め
て

か
め

 
屎
尿 
を
貯
え
て
お
き
、
い
っ
ぱ
い
に

し
に
ょ
う

な
っ
た
頃
、
誰
か
に
汲
み
取
っ
て
も

ら
う
便
所
で
あ
る
。
だ
か
ら
便
所
に

は
い
つ
も
屎
尿
が 
溜 
ま
っ
て
い
て
便

た

所
特
有
の
臭
気
が 
漂 
っ
て
い
た
。

た
だ
よ

　

学
校
の
便
所
だ
っ
て
汲
み
取
り
式

だ
っ
た
か
ら
、
臭
気
を
防
ぐ
た
め
に

校
舎
か
ら
独
立
し
て
建
て
ら
れ
て
い

た
。
そ
し
て
中
は
薄
暗
く
、
特
有
な

匂
い
が
し
て
い
て
、
便
器
の
下
に
は

深
く
て
大
き
な 
便
槽 
が
あ
っ
た
。

べ
ん
そ
う

　

さ
て
屎
尿
の
汲
み
取
り
だ
が
、　
２０

年
代
は
農
家
が
多
か
っ
た
か
ら
、
肥

料
に
す
る
た
め
に
非
農
家
の
分
も
み

な
農
家
が
汲
み
取
っ
て
く
れ
た
の
で

困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
屎
尿
は
貴

重
な
資
源
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後　

年
代
に
入
る
と
、
化
学

３０

肥
料
が
出
回
り
農
家
の
需
要
が
減
っ

た
こ
と
と
、
非
農
家
が
増
加
し 
排
泄 

は
い
せ
つ

 
量 
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
屎
尿
の
汲

り
ょ
う

み
取
り
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で　

年　

月
に
「
狛
江
市
屎

３０

１２

尿
処
理
手
数
料
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

翌
年
１
月
か
ら
役
場
の
直
営
事
業
と

し
て
汲
み
取
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ひ
し
ゃ
く
と 
肥
桶 
を
リ
ヤ

こ
え
お
け

カ
ー
に
積
み
、
要
請
が
あ
っ
た
家
に

行
っ
て
汲
み
取
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
汲
み
取
っ
た
も
の
は
農
家
の 
肥 こえ

 
溜 
め
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
い
自
由
に

だ使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
頃
は
も
う
農
家
で
使

わ
な
く
な
っ
た
た
め
、
肥
溜
め
は

い
っ
ぱ
い
に
な
る
し
、
最
終
処
理
場

は
な
い
し
、
出
す
の
を
待
っ
て
も
ら

う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
そ
れ
こ
そ
フ

ン
詰
ま
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
　

年
頃
、
市
内
に
最
終
処
理
場
を

３４
作
ろ
う
と
い
う
計
画
も
あ
っ
た
が
、

適
地
が
な
く
、
反
対
も
あ
っ
て
、
や

む
な
く
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
、
埼

玉
県
内
の
山
林
に
穴
を
掘
り
、
埋
没

処
分
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、

周
辺
に
民
家
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な

る
と
反
対
運
動
が
起
き
て
、　

年
に

４６

は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
と
前
後
し
て
近
隣
市
町
の
処

理
場
に
頼
ん
で
み
た
が
、
そ
れ
も 
叶 かな

わ
ず
、　

年
に
、
稲
城
多
摩
衛
生
組

４４

合
だ
け
が
や
っ
と
そ
の
一
部
だ
け
の

処
理
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

　

処
理
し
切
れ
な
い
分
は
、
都
の
指

導
で
、　

年
５
月
か
ら
同
じ
く
困
っ

４７

て
い
る
八
つ
の
市
町
と
と
も
に
、
荒

川
べ
り
に 
桟
橋 
を
つ
く
り
、
そ
こ
か

さ
ん
ば
し

ら
小
船
に
積
ん
で
荒
川
を
下
り
、
品

川
沖
で
大
型
船
に
積
み
替
え
て
、
大

島
沖
で
海
洋
投
棄
を
行
っ
た
。
し
か

し
非
衛
生
的
だ
と
い
う
こ
と
で
こ
の

方
も
長
く
は
続
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
い
う
状
態
の
中
で
、
や
っ
と

稲
城
多
摩
衛
生
組
合
に
入
れ
て
も
ら

い
、　

年　

月
か
ら
全
量
を
化
学
処

４７

１１

理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
い　

年
暮
れ
、

４７

狛
江
の
下
水
道
管
が
世
田
谷
区
境
で

森
ヶ
崎
下
水
道
幹
線
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１１０－

千歳船橋駅�

小田急線�

至新宿�

城山通り�

笹原小�

西原公園�

郵便局�

バス停�
実相寺前�

環
八�

世田谷児童相談所�

←�

（世田谷区桜丘５ー２８ー１２）

■
市
役
所
で
の
相
談
は
廃
止
と
な
り

ま
す

▽
３
月　

日
�
に
移
転
す
る
新
し
い

２４

商
工
会
会
館（
東
和
泉
１
―
３
―　

）
１８

で
常
時
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
相
談
名
称
の
変
更
お
よ
び
一
部
相

談
内
容
の
拡
充

▽
名
称
を
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
総
合
相

談
」
に
変
更

▽
保
険
、
公
的
保
障
、
預
貯
金
等
金

融
面
も
含
め
生
活
設
計
全
般
の
相
談

に
拡
充
し
ま
す
。

■
申
込
方
法
の
変
更

▽
相
談
当
日
抽
選
受
付
順
か
ら
事
前

予
約
制
に
な
り
ま
す
。

■
相
談
日
の
変
更

▽
月
・
水
・
木
曜
日
か
ら
月
・
水
・

金
曜
日
に
変
更
。
時
間
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

■
毎
月
の
定
例
の
相
談
は
廃
止
と
な

り
ま
す

▽
定
例
相
談
は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中
と
の
協
力
に
よ

り
「
就
職
相
談
」
を
年
３
回
、
セ
ミ

ナ
ー
、
直
接
就
職
あ
っ
旋
に
つ
な
が

る
面
接
会
等
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
産
業
生
活
課
で
は
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
５
時
ま
で
「
求
人
情
報
提

供
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
の
変
更　

▽
東
京
都
稲
城
高
年
齢
者
就
業
相
談

所
が
３
月　

日
�
付
け
で
廃
止
さ
れ

２７

る
こ
と
に
伴
い
、
開
催
日
を
毎
月
２

回
第
２
・
４
火
曜
日
午
後
１
時
〜
４

時
か
ら
毎
月
１
回
第
２
火
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
に
縮
小
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
就
業
相
談
は
東
京

都
三
軒
茶
屋
高
年
齢
者
就
業
相
談
所

�
（
３
７
９
５
）
０
５
６
５
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

■
毎
週
の
定
例
の
相
談
は
廃
止
と
な

り
ま
す　

　

毎
週
木
曜
日
午
前
に
実
施
し
て
い

る
世
田
谷
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉

司
に
よ
る
出
張
相
談
は
、
４
月
１
日

�
か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
児
童
相
談
は
、
社
会
福
祉

課
総
合
相
談
担
当
と
世
田
谷
児
童
相

談
所
�
（
５
４
７
７
）
６
３
０
１
で

随
時
受
付
対
応
し
ま
す
。

（世田谷区太子堂４ー２６ー１３島田洋服店ビル３階）

東急世田谷線�
三軒茶屋駅�

キャロット�
　　タワー�

→�

茶
沢
通
り�

�三軒茶屋高年齢者就業相談所�

至渋谷�

東急田園都市線�

２４６�

茶
沢
通
り�

世田谷通り�

三軒茶屋駅�

平
成　

年
度
市
民
相
談
内
容
の
一
部
変
更

15

経
営
相
談

生
活
設
計
相
談

税
務
相
談

消
費
生
活
相
談

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
職
業
相
談

高
年
齢
者
し
ご
と
相
談

児
童
相
談

　

４
月
か
ら
相
談
内
容
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
相
談
の
廃
止
、
申

込
方
法
、
相
談
窓
口
・
実
施
日
時
等
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
変
更
後
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
月
１
日
号
の
広
報
こ
ま
え
市

民
相
談
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

固
定
資
産
の
縦
覧
な
ど
の
変
更

の
縦
覧
な
ど
の
変
更



　
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

３０

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽ 
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
５
時
か

２７

ら
８
時
ま
で

〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

▽
保
険
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
４
月

１
日
�
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
３
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。一
般
被
保
険
者
証
は「
う

ぐ
い
す
色
」 、
退
職
被
保
険
者
証
は

「
藤
色
」
で
す
。

　

記
載
内
容
が
間
違
っ
て
い
た
り
、

届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
年
金
課
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証

（
有
効
期
限
が
平
成　

年
３
月　

日

１５

３１

と
な
っ
て
い
る
も
の
）
は
、
４
月
１

日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
新
し
い
保
険
証
（
有
効
期
限
が
平

成　

年
９
月　

日
と
な
っ
て
い
る
も

１７

３０

の
）
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
へ
提
示

し
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
切
れ
の
古
い
保
険
証

は
、
保
険
年
金
課
へ
返
却
く
だ
さ
い

（
郵
送
で
も
可
） 。

※
保
険
証
は
一
世
帯
１
枚
が
原
則
で

す
が
、
出
張
等
で
長
期
に
わ
た
り
住

所
地
を
離
れ
る
場
合
は
届
け
出
に
よ

り
（
長
期
療
養
の
入
寮
、
入
園
の
場

合
は
入
寮
（
園
）
証
明
書
が
必
要
）　

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
修

学
の
た
め
住
所
地
を
離
れ
る
場
合
も

届
け
出
に
よ
り
（
在
学
証
明
書
が
必

要
）　

保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。届
け

出
に
は
、
新
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ

い
。

　

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
保

険
証
持
参
の
う
え
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
期
不
在
の
場
合
は　

保

険
証
の
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

住
民
票
を
異
動
し
て
、
異
動
先
の
市

区
町
村
で
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
く
だ
さ
い
。

▽
短
期
保
険
証
の
交
付

　

今
回
の
保
険
証
の
更
新
に
合
わ
せ

て
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
は
、
す
で
に
世
帯
主
あ

て
に
、
収
納
課
か
ら
納
税
相
談
等
の

通
知
を
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。
納
税

相
談
等
に
も
応
じ
ら
れ
な
い
世
帯
に

つ
い
て
は
、
有
効
期
限
６
カ
月
（
通

常
は
２
年
）
の
短
期
保
険
証
の
交
付

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
、
短
期
保
険
証
の
交
付

該
当
世
帯
に
は
、
３
月
中
旬
す
ぎ
に

交
付
決
定
通
知
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
・
収

納
課

　

４
月
１
日
�
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
証
を
使
っ
て
診
療
等
を
受
け
た
場

合
、
次
の
よ
う
に
自
己
負
担
割
合
等

が
変
わ
り
ま
す
。

▽
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
方

の
自
己
負
担
割
合
の
変
更　

　

３
歳
以
上　

歳
未
満
の
退
職
者
医

７０

療
制
度
に
該
当
す
る
方
の
自
己
負
担

割
合
は
、
す
べ
て
３
割
と
な
り
ま
す
。

▽
外
来
の
薬
剤
一
部
負
担
金
の
廃
止

　

こ
れ
ま
で
、
６
歳
以
上　

歳
未
満

７０

の
方
が
自
己
負
担
し
て
い
た
外
来
の

薬
剤
一
部
負
担
金
が
廃
止
と
な
り
、

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

の
変
更　

　
　

歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費
の

７０
自
己
負
担
限
度
額
が
、
一
部
、
別
表

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

１５

に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

に
、
平
成　

年
度
固
定
資
産
課
税
台

１５

帳
に
登
録
し
て
あ
る
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
内
容
を
示
し
た
「
固
定
資

産
課
税
明
細
書
」
を
４
月
１
日
�
に

送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
明
細
書
の
記
載
内
容

は
、「
土
地
・
家
屋
名
寄
帳
」
と
同
じ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
載
内
容
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月
１
日

�
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

平
成　

年
度
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

１５

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
期
間
〕
４
月
１
日
�
か
ら
６
月
２

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

５
時
ま
で

〔
縦
覧
が
で
き
る
方
〕
平
成　

年
１

１５

月
１
日
現
在
、
市
内
に
土
地
・
家
屋

を
所
有
す
る
本
人
お
よ
び
そ
の
同
居

の
親
族
、
納
税
管
理
人
（
課
税
明
細

書
・
身
分
証
明
書
等
を
必
ず
持
参
く

だ
さ
い
） 。

　

そ
れ
以
外
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合

は
所
有
者
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

〔
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
課
税

課〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方
お
よ
び

６５

満　

歳
以
上
の
心
身
障
害
者
の
方
で
、

１２
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
自
宅
に
お
風

呂
が
な
く
、
常
時
公
衆
浴
場
を
利
用

し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
東
京
都
か

ら
入
浴
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
外
で
す
。
交
付
の
時
期
、
方

法
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

〔
交
付
〕
３
月　

日
�
か
ら
福
祉
総

１９

合
相
談
窓
口

〔
持
参
す
る
も
の
〕
継
続
の
方
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
申
請
書
と
印
鑑
。

新
規
の
方
は
印
鑑
の
み

※
心
身
障
害
者
の
方
は
手
帳
を
持
参

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

　

３
月　

日
は
東
京
都
平
和
の
日
で

１０

す
。
東
京
空
襲
資
料
（
空
襲
遺
品
、

空
襲
被
災
品
、
焼
夷
弾
等
）
お
よ
び

写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

〔
期
間
〕
３
月　

日
�
か
ら　

日
�

１７

２８

（
資
料
は　

日
�
午
後
３
時
） ま
で

２０

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
主
催
〕
東
京
都

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
４
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１４

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１３母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

※
身
長
・
体
重
も
測
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１
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■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
育
児
相
談

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の

更
新
と
短
期
保
険
証
の
交
付

を
行
い
ま
す

市
税
の
納
付
お
よ
び
相
談
窓

口

平
成　

年
度
土
地
・
家
屋
価

１５

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で

き
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
自
己
負
担

割
合
等
が
変
わ
り
ま
す

平
成　

年
度
固
定
資
産
課
税

１５

明
細
書
を
送
付
し
ま
す

自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
高
齢

者
等
へ
入
浴
券
を
交
付

自己負担限度額適用年月日

１３９�８００円 ＋ （医療費 － ６９９�０００円）×０�０１３月３１日まで
１３９�８００円 ＋ （医療費 － ４６６�０００円）×０�０１４月１日から

■ 高額療養費の自己負担限度額

自己負担限度額適用年月日

７２�３００円 ＋ （医療費 － ３６１�５００円）×０�０１３月３１日まで
７２�３００円 ＋ （医療費 － ２４１�０００円）×０�０１４月１日から

○上位所得者

○一般

東
京
空
襲
資
料
展

遠

学

遠

交付方法交付枚数交付時期

市から送付した申請書と
引き換え　　　　　　　

１６枚３月下旬
１回目

（平成１５年４月～５月分）

市から直接入浴券を郵送
４０枚５月下旬

２回目
（平成１５年６月～１０月分）

市から送付したはがきと
引き換え　　　　　　　

４０枚１０月下旬
３回目

（平成１５年１１月～１６年３月分）

■入浴券の交付時期および交付方法

※交付枚数（月単位で８枚）は、来庁された日の属する月の翌月分か
らになります。 

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

１６

２１

２３

日
・　

日
３０

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３
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市
で
は
、
狛
江
市
国
際
交
流
協
会

の
協
力
を
得
て
、
市
内
に
住
む
外
国

人
の
た
め
の
日
常
生
活
相
談
を
無
料

で
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
中
国
語
・
ハ
ン
グ
ル
語
・

英
語
・
日
本
語
で
応
対
し
ま
す
。
お

知
り
合
い
の
外
国
人
で
困
っ
て
い
る

方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時
か

２９

ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課　

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
下
期
分
（　

月
か
ら
３
月
ま
で
）

１０

で
す
。

〔
補
助
金
額
〕
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
６
�
０
０
０
円
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
の

小
中
学
校
の
学
級
編
制
を
行
う
た
め
、

正
確
な
児
童
・
生
徒
数
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。
現
住
所
か
ら
引
っ
越

す
予
定
が
あ
る
方
は
、
現
在
通
学
し

て
い
る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
引
っ
越
し

を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
市
民
課
へ
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
速

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

国
・
私
立
の
小
中
学
校
に
入
学
予
定

の
方
で
、
入
学
承
諾
書
ま
た
は
許
可

書
を
学
校
教
育
課
に
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

〔
募
集
人
数
〕
２
人

〔
任
期
〕
２
年

〔
対
象
者
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住

２０

者
で
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
方

〔
応
募
方
法
〕
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
職
業
お
よ
び
電
話
番
号
を
記

載
し
た
書
面
と
「
市
民
生
活
の
中
で

都
市
計
画
と
は
」
の
小
論
文
（
８
０

０
字
以
内
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
期
限
〕
４
月　

日
�
必
着

１４

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
２
０

１
―
８
５
８
５
狛
江
市
役
所
計
画
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
か

２５

ら〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
か

２０

１０

ら〔
会
場
〕
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

　　

路
線
バ
ス
は
、
狛
江
駅
か
ら
水
道

道
路
を
経
由
し
て
世
田
谷
区
宇
奈
根

地
区
ま
で
の
約
３
・　

�
の
区
間
を

６５

小
田
急
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
バ
ス

は
狭
い
道
路
で
も
危
険
等
が
回
避
で

き
る
よ
う
全
長
６
９
９
�
、
車
幅
２

０
６
�
の
小
型
バ
ス
で
、
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
た
ち
等
の
交

通
弱
者
へ
の
配
慮
か
ら
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
車
を
使
用
し
ま
す
。
バ
ス
停
は
狛

江
市
域
で
８
カ
所
、
世
田
谷
区
域
で

６
カ
所
の　

カ
所
で
す
。
ま
た
運
行

１４

所
要
時
間
は
片
道
約　

分
、
運
行
回

１３

数
は
１
日　

回
、
運
賃
は
大
人
２
１

３１

０
円
、
小
児
１
１
０
円
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
水
道
道
路
周
辺
地
区
の
交
通

不
便
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
道
路
は
水
道
管
保
護

の
た
め
、
路
線
バ
ス
以
外
の
一
般
大

型
車
輌
（
４
ト
ン
以
上
）
の
通
行
は

で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

　

多
摩
地
域
Ｉ
Ｔ
装
備
都
市
研
究
事

業
推
進
協
議
会
が
行
っ
た
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
に
よ
る
実
証
実
験
（
自
動
交

付
機
に
よ
る
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明

書
の
広
域
交
付
お
よ
び
施
設
予
約
の

広
域
利
用
）
が
３
月　

日
�
で
終
了

３１

し
ま
す
。
実
験
中
は
ご
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
実
験
終
了
に
伴
い
、
日

野
市
、
羽
村
市
で
の
自
動
交
付
機
の

利
用
（
立
川
市
は
す
で
に
終
了
）
お

よ
び
施
設
予
約
の
広
域
で
の
利
用
は
、

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
「
こ
ま
え

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」
は
４
月
以
降
も
狛
江

市
の
カ
ー
ド
と
し
て
同
様
に
使
用
で

き
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

■
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス

　　

広
域
の
証
明
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
末

で
終
了
し
ま
す
が
、
市
に
設
置
し
て

あ
る
自
動
交
付
機
（
市
民
課
前
・
中

央
公
民
館
ロ
ビ
ー
）
か
ら
は
、
現
在

と
同
様
に
、「
こ
ま
え
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」

で
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
と
も
よ
り
多
く
の

市
民
の
方
々
に
証
明
書
の
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

新
た
な
カ
ー
ド
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

■
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

広
域
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
末

で
終
了
し
ま
す
が
、
現
在
利
用
の

サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
広
域
サ
ー
ビ
ス
終
了
に

伴
い
広
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
終
了

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
４
月
１
日
�

か
ら
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp://w
w
w
.city.kom

ae.tokyo

.jp

）
ト
ッ
プ
の
「
施
設
予
約
サ
ー
ビ

ス
へ
」
の
ア
イ
コ
ン
か
ら
利
用
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
・
中
央
公

民
館
・
西
河
原
公
民
館

�
狛
江
市
ご
み
半
減
推
進
審
議
会

３
月　

日
�
か
ら
「
狛
江
駅

３０

南
口
〜
世
田
谷
区
宇
奈
根
」

間
に
路
線
バ
ス
が
運
行
し
ま

す

私
立
心
身
障
害
児
訓
練
施
設

通
所
児
童
補
助
金
受
け
付
け

狛
江
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
募
集

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

「
こ
ま
え
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」
の
広
域
利
用
が
終
了
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■
古
紙
・
古
布
の
回
収
が
増
え
ま
す

　

ご
み
の
組
成
分
析
の
結
果
、
紙
類

が
燃
え
る
ご
み
全
体
の　

％
を
占
め

２３

て
い
ま
し
た
。
紙
類
や
古
布
を
出
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、
毎
週
水
曜
日

の
収
集
に
な
り
ま
す
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
日
の
一
部
変

更
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
が
変
更

に
な
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

▽
和
泉
本
町
１
・
２
・
３
丁
目

　
　

変
更
前
（
第
１
・
３
水
曜
）

←

　
　

変
更
後
（
第
１
・
３
木
曜
）

▽
元
和
泉
全
域
・
東
和
泉
全
域

　
　

変
更
前
（
第
２
・
４
水
曜
）

←

　
　

変
更
後
（
第
２
・
４
木
曜
）

　

詳
し
く
は
、
平
成　

年
度
「
ご
み
・

１５

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

全
戸
配
布
中

　

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
「
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
し
て
計
画
的
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
発
火
物
の
出
し
方

　

不
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し
て
い
た

ス
プ
レ
ー
缶
・
ラ
イ
タ
ー
等
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
火
災
が
収
集
車
・
ご

み
処
理
場
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

発
火
物
を
出
す
と
き
は
、
必
ず
使

い
切
っ
て
、
中
身
を
空
に
し
て
、
ビ

ン
と
一
緒
に
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

古
紙
・
古
布
の
回
収
が
週
１
回
に
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訂　
　

正

　

２
月　

日
号
掲
載
の
「
環
境
を

１５

考
え
る
市
民
の
声
�
」
の
内
容
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
「
緑
被
率
は
イ
ギ
リ
ス
の
」

←

正
「
緑
被
率
は
ロ
ン
ド
ン
の
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

�

　　　

私
は
、
先
代
の
父
親
が
川
向
こ
う

を
往
来
す
る
渡
し
舟
で
働
く
背
を
見

て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
子
ど
も
の
頃
に
は
仲
間
と

水
泳
や
魚
捕
り
が
遊
び
の
中
心
で
、

清
い
流
れ
や
魚
の
種
類
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
狛
江
を
流
れ
下
る
多
摩

川
が
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
悪
化
し

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
前
後
に
は
羽
村
の
堰
か

４０

ら
の
取
水
量
が
多
く
な
っ
た
こ
と
や
、

沿
岸
市
町
村
の
開
発
に
よ
り
、
家
庭

雑
排
水
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
濁
で
狛

江
地
域
の
流
水
は
悪
臭
を
放
ち
、
下

水
状
態
の
流
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
狛
江
が
先
陣
を
切
り
、
生

活
廃
水
の
下
水
道
を
完
備
し
、
次
第

に
上
流
市
町
村
の
下
水
処
理
施
設
の

整
備
も
進
ん
で
、
水
生
昆
虫
や
魚
類

も
繁
殖
。
漁
協
の
ア
ユ
を
初
め
と
す

る
数
種
の
稚
魚
放
流
と
、
天
然
ア
ユ

の
溯
上
が
年
々
増
加
し
て
き
て
、
か

つ
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
大
き
な　

〜
５０

　

�
の
マ
ル
タ
が
３
月
に
産
卵
の
た

６０め
狛
江
地
域
の
流
域
各
所
で
群
棲
し
、

爽
快
に
跳
ね
る
の
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

漁
協
組
合
員
は
毎
年「
つ
き
っ
ぱ
」

と
い
っ
て
ハ
ヤ
を
対
象
に
流
れ
に
石

を
並
べ
、
砂
を
洗
っ
て
産
卵
場
を
つ

く
り
多
摩
川
の
清
流
よ
、
よ
み
が
え

れ
と
魚
の
増
殖
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
狛
江
の
多
摩

川
を
市
民
の
憩
い
の
場
、
自
然
体
験

の
場
所
に
な
れ
ば
と
、
ボ
ー
ト
の
管

理
を
し
な
が
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
川
と
共
に
生
き
る

谷田部靖彦さん
元和泉三丁目在住

外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

小
中
学
校
の
転
校
、
転
入
学
、

国
・
私
立
小
中
学
校
入
学
予

定
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

方
へ

水道道路



〔
日
時
〕
３
月　

日
�
正
午
西
河
原

３０

公
民
館
集
合
、
午
後
４
時
解
散
予
定

（
雨
天
中
止
）〔
会
場
〕
西
河
原
公
民

館
で
飛
行
機
を
作
成
し
、
西
和
泉
グ

ラ
ン
ド
で
飛
ば
し
ま
す
〔
定
員
〕
先

着　

人
（
無
料
）
※
２
機
目
は
実
費

３０
３
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
楫
取

    
か
と
り

�
（
３
４
３
０
）
２
７
６
５
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・　

日
�

１６

１７

（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕４
月
１
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

商
工
会
の
会
館
は
、
３
月　

日
�

２４

か
ら
東
和
泉
１
―
３
―　

（
駄
倉
地

１８

区
セ
ン
タ
ー
前
・
旧
狛
江
交
番
跡
）

へ
移
転
し
ま
す
。
移
転
に
伴
う
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
商
工
会
�
（
３
４

８
０
）
０
１
７
８
・
�
（
３
４
８
９
）

０
１
８
４

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

正
午
〔
会
場
〕
多
摩
川
（
和
泉
多
摩

川
周
辺
）〔
定
員
〕　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
４
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

２
時
〔
講
師
〕
宮
岡
芳
子
さ
ん
〔
定

員
〕　

人
（
無
料
）
※
当
日
、
動
き

１５

や
す
い
服
装
で
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

〔
対
象
〕　

歳
以
上
で
狛
江
市
シ
ル

６０

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会
で

き
る
方
〔
定
員
〕
若
干
名
〔
コ
ー
ス
〕

▽
５
月
（
４
月　

日
�
締
め
切
り
）

１５

芝
生
の
手
入
れ
と
除
草
、
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
▽
９
月
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
予
定
）
▽　

月
毛
筆
筆
耕

１１

（
予
定
）
▽
２
月
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
（
予
定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
東
京

都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
�
（
５
２

１
１
）
２
３
２
７
へ
。

〔
対
象
〕
市
民
〔
期
間
〕
４
月
〜
６

月
別
表
日
程
〔
コ
ー
ス
〕
A 「
パ
ソ

コ
ン
っ
て
何
（
入
門
）
」
B 「
ワ
ー

ド
初
級
コ
ー
ス
」
C 「
メ
ー
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
級
コ
ー
ス
」
D

「
デ
ジ
カ
メ
画
像
処
理
コ
ー
ス
」
各

コ
ー
ス
と
も
定
員　

人
（
抽
選
）〔
費

１４

用
〕
４
�
０
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電

話
番
号
・
希
望
の
月
と
コ
ー
ス
を
明

記
の
う
え
、
３
月　

日
�
（
必
着
）

２０

ま
で
に
〒
２
０
１
―
０
０
１
５
猪
方

４
―　

―
１
狛
江
市
シ
ル
バ
ー
人
材

１３

セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６
７
３

５
へ
。

〔
登
録
期
間
〕 
４
月
〜
９
月
〔
利
用

日
・
対
象
者
〕
�
月
・
火
曜
日
午
前
、高

齢
者
（　

歳
以
上
）
�
木
曜
日
午
前
、

６５

機
能
訓
練
・
障
害
者
個
人
（
難
病
者

含
む
）〔
定
員
〕
介
護
者
を
含
め
各　
７０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
日
、

１７

２５

祝
日
を
除
く
）
在
宅
福
祉
課
ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）

０
２
９
４
へ
。

〔
職
種
〕
通
所
施
設
等
�
指
導
員
補

助
（
男
性
介
護
等
）
�
指
導
員
（
幼

稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
）
ま
た
は

保
育
士
〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
（　
２０

歳
以
上
の
方
）〔
期
間
〕
４
月
〜
翌
年

３
月
〔
勤
務
時
間
〕
平
日
の
午
前
９

時　

分
〜
午
後
５
時
の
間
で
不
定
期

１５
〔
申
込
方
法
〕
３
月　

日
�
ま
で
に

２４

履
歴
書
を
持
参
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

※
応
募
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

〔
対
象
〕小
学
校
４
・
５
・
６
年
生〔
日

時
〕
▽
４
・
５
年
生
、
水
・
金
曜
日

午
後
４
時　

分
〜
６
時　

分
▽
６
年

３０

３０

生
、
火
・
木
曜
日
午
後
４
時　

分
〜

５０

６
時　

分
〔
募
集
人
員
〕
各
学
年
若

５０

干
名
〔
教
科
〕
国
語
・
算
数
〔
費
用
〕

１
カ
月
７
�
０
０
０
円
※
３
月　

日
２５

�
締
め
切
り
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

〔
受
験
資
格
〕
�
昭
和　

年
４
月
２

５１

日
〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
�

５７

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

５７

た
方
で
次
に
該
当
す
る
方
�
大
学
を

卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成　

年
３
月

１６

ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
方
�

人
事
院
が
�
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
方
〔
申
込
受
付
期
間
・
場

所
〕
４
月
１
日
�
〜　

日
�
（
当
日

１７

消
印
有
効
）
に
〒
１
０
０
―
８
１
０

２  
千
代
田
区
大
手
町
１
―
３ 
―
３

東
京
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

〔
試
験
日
〕
１
次
試
験
６
月　

日
�

１５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
武
蔵
府
中
税
務
署

�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
４
時
か

２４

ら
〔
絵
本
〕
ジ
ャ
ッ
ク
と
ま
め
の
つ

る
〔
お
は
な

し
〕
ひ
な
ど

り
と
ね
こ

〔
紙
芝
居
〕

な
い
た
あ
か

お
に

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
幼
児
の
つ
ど
い　

長
い
間
親
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
月
で
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
子
育
て
講
演
会　
「
あ
そ
び
歌
の

講
習
会
」
あ
そ
び
歌
を
と
お
し
て
、

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

２２

１０

時　

分
か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
の
保

３０
護
者
〔
定
員
〕　

人
〔
申
込
方
法
〕

２０

　

日
�
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話

１５■
幼
児
室
オ
ー
プ
ン　

和
泉
児
童
館

に
幼
児
室
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

遊
具
で
自
由
に
遊
べ
る
ほ
か
、
お
弁

当
や
お
や
つ
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま

す
〔
開
室
日
・
時
間
〕
開
館
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
〔
対
象
〕
乳
幼

児
と
保
護
者

■
い
ず
み
子
育
て
ク
ラ
ブ　

新
年
度

の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
〔
活
動

日
〕
４
月　

日
�
か
ら
各
第
１
・
３

１５

週
▽
０
歳
児
月
曜
日
▽
１
歳
児
火
曜

日
▽
２
歳
児
水
曜
日
〔
対
象
〕
乳
幼

児
と
保
護
者
〔
定
員
〕
各　

組
〔
費

５０

用
〕
３
０
０
円
（
１
期
）〔
申
込
方

法
〕　

日
�
〜　

日
�
電
話
予
約
の

１７

２８

う
え
、
窓
口
で
申
し
込
み

■
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
表
現

活
動　

フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
見
学
」

〔
日
時
〕
４
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
６
時
※
４
月
か
ら
毎
月
１
〜
２

回
土
曜
日
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ

■
折
り
紙
教
室　
「
お
り
が
み
で
つ

く
る
色
え
ん
ぴ
つ
」〔
日
時
〕　

日
�

１８

午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
。

参
加
自
由

広報こまえ　平成１５年（２００３年）３月１５日　�

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
こ
ま
え
楽
市

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
狛
江
市
商
工
会
会
館
移
転

■
若
葉
会
会
食
会

■
就
業
支
援
講
習

■
青
年
教
室
（
狛
プ
ー
）「
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

■
第
4
育
成
委
員
会
「
第
７
回
紙
飛

行
機
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
」

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
習
会

■
小
学
生
の
学
習
教
室
児
童

■ 
国
税
専
門
官
採
用
試
験
受
験
者

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
個

人
開
放
・
利
用
登
録
者

■
狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職

員

■ 
図
書
室
お
は
な
し
会

�

移
転
先�

←�

狛江駅�小田急線� 至新宿�

狛
江
通
り�

世田谷通り�

市役所�

市役所前市民ひろば

Dコース（午前）Ｃコース（午前）Bコース（午後）Aコース（午前）

７日・１４日・２１日・２８日２日・９日・１６日・２３日２日・８日・１５日・２２日１日・８日・１５日・２２日４月

５日・１２日・１９日・２６日７日・１４日・２１日・２８日６日・１３日・２０日・２７日６日・１３日・２０日・２７日５月

２日・９日・１６日・２３日４日・１１日・１８日・２５日３日・１０日・１７日・２４日３日・１０日・１７日・２４日６月

■パソコン教室日程（実施日）

※Aコース・Ｃコース・Dコースは午前9時～正午、Bコースは午後1時～4時
※各コースとも全4日間


